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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所の 
廃棄物管理施設保安規定の変更について（認可申請） 

 
 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第５１条の１８第１項の規定に

より、下記のとおり変更認可申請します。 

 

 



記 

 

１．変更の内容 

 平成８年３月２９日付け８安（廃規）第２０号をもって許可を受け、別紙のとお

り変更認可を受けた廃棄物管理施設保安規定を別添のとおり変更する。 

 なお、変更の内容等の概要は、以下のとおり。 

 

 （１）核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量

限度等を定める告示（以下「線量告示」という。）の一部改正に伴う変更 

①  別表第６－３について、眼の水晶体の等価線量に係る線量限度を変更す

る。 

② 別表第６－２２について、眼の水晶体の等価線量に係る警戒線量を変更す

る。 

 

 （２）立入制限区域の基準の変更 

① 別表第６－１０について、立入制限区域の基準を変更する。 

 

 （３）放射線作業に係る記載の適正化 

① 放射線作業の実施に係る記録名を変更する。 

② 別表第６－１１について、特殊放射線作業計画書の提出に係る基準を変更

する。 

 

 （４）個人線量計の区分の明確化 

① 個人線量計のうち、個人の被ばく管理又は作業管理を目的とする線量計を

補助線量計と区分する。 

② 個人線量計のうち、放射線業務従事者の被ばく線量の評価を目的とする線

量計を基本線量計と区分する。 

  

 （５）記載の適正化に係る変更 

別表第２の２－３について、文書名の変更及び文書番号の追加を行う。 

 

２．変更の理由 

 （１）線量告示の一部改正に伴い、眼の水晶体の等価線量限度が変更されたため。 

 

 （２）立入制限区域の管理の適正化を図るため。 

 

（３）放射線作業の管理の適正化を図るため。 

 

（４）個人線量計の区分を明確化するため。 

 

 （５）品質マネジメントシステム文書体系を最新の情報に更新するため。 

 



３．施行期日 

この規定は、令和３年４月１日から施行する。 

以上 



別 紙 

                                        

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所の 

廃棄物管理施設保安規定変更認可の経緯 

 

 認 可 年 月 日 認 可 証 番 号 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

平成 ９年３月１４日 

平成１０年９月３０日 

平成１１年３月３１日 

平成１１年１２月１日 

平成１２年１月２１日 

平成１２年１１月２１日 

平成１２年１２月２８日 

平成１３年３月２８日 

平成１４年５月２３日 

平成１５年３月２８日 

平成１６年６月１日 

平成１７年４月１３日 

平成１７年９月２９日 

平成１８年３月３１日 

平成２１年２月２０日 

平成２１年３月３０日 

平成２２年３月３１日 

平成２３年１月１２日 

平成２４年１月３１日 

平成２４年４月１８日 

平成２４年７月３１日 

平成２６年３月２８日 

平成２８年３月３１日 

平成３０年３月２２日 

平成３０年８月２８日 

令和 ２年１１月２０日 

９安（廃規）第９号 

１０安（廃規）第４６号 

１１安（廃規）第９号 

１１安（廃規）第６６号 

１２安（廃規）第１号 

１２安（廃規）第５１号 

１２安（廃規）第６９号 

平成１３･０３･２６原第３１号 

平成１４･０３･０６原第７号 

平成１５･０３･２０原第３号 

平成１５･１２･２５原第１９号 

平成１７･０３･３１原第５号 

平成１７･０８･３０原第２０号 

平成１８･０３･１０原第３号 

平成２０･１０･３１原第２８号 

平成２１･０３･０２原第３０号 

平成２２･０３･１８原第９号 

平成２３･０１･０５原第４号 

平成２３･１１･１８原第９号 

平成２４･０３･２７原第３号 

２０１２０７０９原第１９号 

原規規発第１４０３２８４号 

原規規発第１６０３３１４７号 

原規規発第１８０３２２１６号 

原規規発第１８０８２８１号 

原規規発第２０１１２０３号 
 



 

 

 

 

別 添    
 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物管理施設保安規定 

新旧対照表 

 

 

 

 

 

令和３年１月 

 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

大洗研究所 
 

 

 



○廃棄物管理施設保安規定 新旧対照条文（下線部分は変更部分） 
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変更前 変更後 備考 

   目次 （省略） 

 

第１章 総則 

第１条～第４条 （省略） 

 

第２章 保安管理体制 

第５条～第１３条 （省略） 

 

第２章の２ 品質マネジメント計画 

第１３条の２ （省略） 

 

第３章 運転管理 

第１４条～第３１条 （省略） 

 

第４章 核燃料物質等の運搬 

第３２条～第３４条 （省略） 

 

第５章 放射性廃棄物及び放射性廃棄物でない廃棄物の管理 

第３５条～第５３条の４ （省略） 

 

第６章 放射線管理 

第５４条～第６７条 （省略） 

 

 （管理区域に係る遵守事項） 

第６０条 廃棄物管理課長は、管理区域に立ち入る者に、次の各号に掲げる事項を遵守させ

なければならない。 

 ( 1) 第５６条に規定する管理区域の区分を示す図面において示す出入口から出入するこ

と。 

 ( 2) 個人線量計を着用すること。ただし、一時立入者にあっては、代表者に着用させるこ

とをもって足りるものとする。 

 

 ( 3) 喫煙及び飲食を行わないこと。 

 ( 4) 第１種管理区域から退出するときは、手、足、衣服、着用した個人線量計等の汚染検

査を行い、汚染のないことを確認すること。 

２ 廃棄物管理課長は、前項各号に掲げる事項を遵守させるため、管理区域における注意事

項を管理区域の出入口等に掲示しなければならない。 

３ 課長は、第１項第４号のうち、個人線量計が汚染した旨の通報を受けたときは、放射線

管理第２課長に通知しなければならない。 

４ 廃棄物管理課長は、第１種管理区域に立ち入る者に、保護衣及び保護靴を着用させなけ

ればならない。 

 

第６１条～第６７条 （省略） 

 

 

   目次 （変更なし） 

 

第１章 総則 

第１条～第４条 （変更なし） 

 

第２章 保安管理体制 

第５条～第１３条 （変更なし） 

 

第２章の２ 品質マネジメント計画 

第１３条の２ （変更なし） 

 

第３章 運転管理 

第１４条～第３１条 （変更なし） 

 

第４章 核燃料物質等の運搬 

第３２条～第３４条 （変更なし） 

 

第５章 放射性廃棄物及び放射性廃棄物でない廃棄物の管理 

第３５条～第５３条の４ （変更なし） 

 

第６章 放射線管理 

第５４条～第５９条 （変更なし） 

 

 （管理区域に係る遵守事項） 

第６０条 廃棄物管理課長は、管理区域に立ち入る者に、次の各号に掲げる事項を遵守させ

なければならない。 

 ( 1) 第５６条に規定する管理区域の区分を示す図面において示す出入口から出入するこ

と。 

 ( 2) 個人線量計（放射線業務従事者の被ばく線量の評価を目的とする基本線量計又は個人

の被ばく管理若しくは作業管理を目的とする補助線量計）を着用すること。ただし、一

時立入者にあっては、代表者に着用させることをもって足りるものとする。 

 ( 3) 喫煙及び飲食を行わないこと。 

 ( 4) 第１種管理区域から退出するときは、手、足、衣服、着用した個人線量計等の汚染検

査を行い、汚染のないことを確認すること。 

２ 廃棄物管理課長は、前項各号に掲げる事項を遵守させるため、管理区域における注意事

項を管理区域の出入口等に掲示しなければならない。 

３ 課長は、第１項第４号のうち、個人線量計が汚染した旨の通報を受けたときは、放射線

管理第２課長に通知しなければならない。 

４ 廃棄物管理課長は、第１種管理区域に立ち入る者に、保護衣及び保護靴を着用させなけ

ればならない。 

 

第６１条～第６７条 （変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人線量計の区分の明確化 
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変更前 変更後 備考 

 （放射線作業前の措置） 

第６８条 廃棄物管理課長は、放射線作業を行うときは、線量が合理的に達成できる限り低

くなるよう、あらかじめ次の各号に掲げる措置を講じなければならない。 

( 1) 必要とする個人線量計及び防護具の着用 

( 2) 線量を低くするための措置 

( 3) 作業に伴う線量 

２ 放射線管理第２課長は、放射線作業を行うときは、線量が合理的に達成できる限り低く

なるよう、前項各号の措置を講ずるとともに、あらかじめ作業場所及び作業期間について

廃棄物管理課長の同意を得なければならない。 

 

（放射線作業届） 

第６９条 廃棄物管理課長は、放射線作業が別表第６－１１に掲げる基準を超えると認める

ときは、次の各号に掲げる事項を記載した放射線作業届を作成し、放射線管理第２課長の

同意を得なければならない。 

( 1) 作業の場所及び期間 

( 2) 作業責任者及び放射線業務従事者の氏名 

( 3) 作業の内容 

( 4) 作業に係る計画線量 

２ 放射線管理第２課長は、前項の同意に係る作業が行われるときは、当該作業に立ち会わ

なければならない。 

 

（放射線作業後の措置） 

第７０条 廃棄物管理課長は、前条に規定する放射線作業届に係る放射線作業が終了したと

きは、次の各号に掲げる事項について記録を作成し、その写しを放射線管理第２課長に送

付しなければならない。 

( 1) ポケット線量計等の個人線量計により測定した放射線業務従事者の線量 

( 2) 放射線業務従事者の身体汚染の有無 

( 3) 当該作業に関わる計画外の事態が発生した場合は、その内容及び講じた措置 

 

第３節 被ばく管理 

第７１条～第７３条（省略） 

 

第２款 線量の測定及び評価 

 

（外部被ばくによる線量の測定及び評価） 

第７４条 環境監視線量計測課長は、ガラス線量計等の個人線量計による放射線業務従事

者の外部被ばくに係る線量の評価を行わなければならない。ただし、作業管理のために

着用するポケット線量計による外部被ばくに係る線量の測定は、当該作業を管理する課

長が行わなければならない。 

２ 課長は、その指揮又は監督に係る放射線業務従事者が使用したガラス線量計等の個人

線量計を、次の各号に掲げる場合には環境監視線量計測課長に送付しなければならな

い。 

( 1) 放射線業務従事者の指定を解除したとき。 

 （放射線作業前の措置） 

第６８条 廃棄物管理課長は、放射線作業を行うときは、線量が合理的に達成できる限り低

くなるよう、あらかじめ次の各号に掲げる措置を講じなければならない。 

( 1) 必要とする個人線量計及び防護具の着用 

( 2) 線量を低くするための措置 

( 3) 作業に伴う線量 

２ 放射線管理第２課長は、放射線作業を行うときは、線量が合理的に達成できる限り低く

なるよう、前項各号の措置を講ずるとともに、あらかじめ作業場所及び作業期間について

廃棄物管理課長の同意を得なければならない。 

 

（放射線作業の実施） 

第６９条 廃棄物管理課長は、放射線作業が別表第６－１１に掲げる基準を超えると認める

ときは、次の各号に掲げる事項を記載した特殊放射線作業計画書を作成し、管理区域管理

者の同意を得る。 

( 1) 作業場所及び作業期間 

( 2) 作業責任者及び放射線業務従事者の氏名 

( 3) 作業の内容 

( 4) 作業に係る計画線量 

２ 放射線管理第２課長は、前項の同意に係る作業が行われるときは、当該作業に立ち会わ

なければならない。 

 

（放射線作業後の措置） 

第７０条 廃棄物管理課長は、前条に規定する特殊放射線作業計画書に係る放射線作業が終

了したときは、次の各号に掲げる事項について記録を作成し、その写しを放射線管理第２

課長に送付しなければならない。 

( 1) 補助線量計により測定した放射線業務従事者の線量 

( 2) 放射線業務従事者の身体汚染の有無 

( 3) 当該作業に関わる計画外の事態が発生した場合は、その内容及び講じた措置 

 

第３節 被ばく管理 

第７１条～第７３条（変更なし） 

 

第２款 線量の測定及び評価 

 

（外部被ばくによる線量の測定及び評価） 

第７４条 環境監視線量計測課長は、基本線量計による放射線業務従事者の外部被ばくに

係る線量の評価を行わなければならない。ただし、作業管理のために着用する補助線量

計による外部被ばくに係る線量の測定は、当該作業を管理する課長が行わなければなら

ない。 

２ 課長は、その指揮又は監督に係る放射線業務従事者が使用した基本線量計を、次の各

号に掲げる場合には環境監視線量計測課長に送付しなければならない。 

 

( 1) 放射線業務従事者の指定を解除したとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６９条の見出しの変更 

 

記録名の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録名の変更 

 

 

個人線量計の区分の明確化 

（以下同じ。） 
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変更前 変更後 備考 

( 2) ４月１日を始期とする各３月間の末日。ただし、部長に妊娠を申し出た女子にあっ

ては、出産までの間につき毎月の末日 

( 3) ポケット線量計等による測定結果が別表第６－１２に掲げる基準を超えたとき。 

３ 環境監視線量計測課長は、前項の規定によりガラス線量計等の個人線量計の送付を受

けたときは、第８８条第２項の規定により措置しなければならない。 

 

第７５条～第８７条（省略） 

 

 

第６節 原子力科学研究所の保安管理組織との関係 

 

（原子力科学研究所へ依頼することができる放射線管理に係る保安管理業務の範囲） 

第８８条 次の表の左欄に掲げる者は、同表の中欄に掲げる放射線管理に係る保安管理業務

を、原子力科学研究所原子炉施設保安規定に定める同表の右欄に掲げる者に依頼すること

ができる。 

大洗研究所の 

保安管理組織 

原 子 力 科 学 研 究 所 の 保 安 管 理 

組 織 に 依 頼 で き る 業 務 

原 子 力 科 学 

研 究 所 の 

保 安 管 理 組 織 

環境監視線量 

計 測 課 長 

(1) ガラス線量計等の個人線量計による

外部被ばくに係る線量の測定 

(2) バイオアッセイ法による検査、体外

計測法による検査等の体内汚染検査及

び内部被ばくに係る線量の測定注） 

線 量 管 理 課 長 

注）外部放射線に係る線量等の算定は、告示第１０条により行う。 

２ 環境監視線量計測課長は、線量管理課長に前項の表の中欄第１号に掲げる業務を依頼す

るときは、ガラス線量計等の個人線量計を線量管理課長に送付しなければならない。 

３ 環境監視線量計測課長は、線量管理課長に第１項の表の中欄第２号に掲げる業務を依頼

するときは、線量管理課長が指定する場所にその者を赴かせ、又は必要な試料を線量管理

課長に送付しなければならない。 

 

 

第８９条～第９０条 （省略） 

 

 

第３款 放射線被ばくに係る異常の場合の措置 

 

（放射線被ばくに係る異常の場合の措置） 

第９１条 環境監視線量計測課長は、第７４条第３項又は第７５条第３項の規定により措置

し、その結果の通知を受けた場合において、線量が別表第６－２２に掲げる警戒線量又は

( 2) ４月１日を始期とする各３月間の末日。ただし、部長に妊娠を申し出た女子にあっ

ては、出産までの間につき毎月の末日 

( 3) 補助線量計による測定結果が別表第６－１２に掲げる基準を超えたとき。 

３ 環境監視線量計測課長は、前項の規定により基本線量計の送付を受けたときは、第８

８条第２項の規定により措置しなければならない。 

 

第７５条～第８７条（変更なし） 

 

 

第６節 原子力科学研究所の保安管理組織との関係 

 

（原子力科学研究所へ依頼することができる放射線管理に係る保安管理業務の範囲） 

第８８条 次の表の左欄に掲げる者は、同表の中欄に掲げる放射線管理に係る保安管理業務

を、原子力科学研究所原子炉施設保安規定に定める同表の右欄に掲げる者に依頼すること

ができる。 

大洗研究所の 

保安管理組織 

原 子 力 科 学 研 究 所 の 保 安 管 理 

組 織 に 依 頼 で き る 業 務 

原 子 力 科 学 

研 究 所 の 

保 安 管 理 組 織 

環境監視線量 

計 測 課 長 

(1)基本線量計による外部被ばくに係る

線量の測定 

(2) バイオアッセイ法による検査、体外

計測法による検査等の体内汚染検査及

び内部被ばくに係る線量の測定注） 

線 量 管 理 課 長 

注）外部放射線に係る線量等の算定は、告示第１０条により行う。 

２ 環境監視線量計測課長は、線量管理課長に前項の表の中欄第１号に掲げる業務を依頼す

るときは、基本線量計を線量管理課長に送付しなければならない。 

３ 環境監視線量計測課長は、線量管理課長に第１項の表の中欄第２号に掲げる業務を依頼

するときは、線量管理課長が指定する場所にその者を赴かせ、又は必要な試料を線量管理

課長に送付しなければならない。 

 

 

第８９条～第９０条 （変更なし） 

 

 

第３款 放射線被ばくに係る異常の場合の措置 

 

（放射線被ばくに係る異常の場合の措置） 

第９１条 環境監視線量計測課長は、第７４条第３項又は第７５条第３項の規定により措置

し、その結果の通知を受けた場合において、線量が別表第６－２２に掲げる警戒線量又は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○廃棄物管理施設保安規定 新旧対照条文（下線部分は変更部分） 

- 4 - 

 

変更前 変更後 備考 

線量限度を超えたことを認めたときは、放射線管理部長に通報しなければならない。 

２ 放射線管理部長は、前項の通報を受けたときは、所長、センター長、環境保全部長及び

廃棄物取扱主任者に通報しなければならない。 

３ 環境保全部長は、前項の通知を受けたときは、廃棄物管理課長を経由して本人に通知し

なければならない。 

４ 廃棄物管理課長は、前項の通報を受けたときは、放射線管理第２課長の協力を得て、被

ばく原因の調査を行い、その後の被ばく防止の措置を講じなければならない。 

５ 廃棄物管理課長は、前項の調査の結果及び講じた措置を環境保全部長に報告しなければ

ならない。 

６ 環境保全部長は、前項の報告を受けたときは、所長、センター長及び廃棄物取扱主任者

に報告するとともに、放射線管理部長に通知しなければならない。 

７ 環境監視線量計測課長は、第１項の規定により外部被ばくに係る線量が警戒線量又は線

量限度を超えたと認めた場合において、内部被ばくに係る線量の測定及び評価の必要があ

ると認めるときは、第８８条第３項の規定により措置しなければならない。 

８ 環境監視線量計測課長は、第１項の規定により内部被ばくに係る線量が警戒線量又は線

量限度を超えたと認めたときは、その都度その者のガラス線量計等の個人線量計につい

て、第８８条第２項の規定により措置しなければならない。 

９ 環境監視線量計測課長は、前２項の措置の結果得られた外部被ばくに係る線量と内部被

ばくに係る線量を合算して、その結果を放射線管理部長に報告しなければならない。 

１０ 放射線管理部長は、前項の報告を受けたときは、環境保全部長及び廃棄物取扱主任者

に通知しなければならない。 

 

第９２条～第９８条 （省略） 

 

第７章 保守管理 

第９９条～第１０３条 （省略） 

 

第８章 異常時の通報 

第１０４条～第１０６条 （省略） 

 

第９章 非常の場合に講ずべき処置 

第１０７条～第１１８条 （省略） 

 

第１０章 職員等以外の者に対する保安措置及び放射線管理 

第１１９条 （省略） 

 

第１１章 保安教育 

第１２０条～第１２２条（省略） 

 

第１２章 記録及び報告 

第１２３条～第１２６条（省略） 

 

第１３章 定期的な評価 

第１２７条～第１３１条（省略） 

線量限度を超えたことを認めたときは、放射線管理部長に通報しなければならない。 

２ 放射線管理部長は、前項の通報を受けたときは、所長、センター長、環境保全部長及び

廃棄物取扱主任者に通報しなければならない。 

３ 環境保全部長は、前項の通知を受けたときは、廃棄物管理課長を経由して本人に通知し

なければならない。 

４ 廃棄物管理課長は、前項の通報を受けたときは、放射線管理第２課長の協力を得て、被

ばく原因の調査を行い、その後の被ばく防止の措置を講じなければならない。 

５ 廃棄物管理課長は、前項の調査の結果及び講じた措置を環境保全部長に報告しなければ

ならない。 

６ 環境保全部長は、前項の報告を受けたときは、所長、センター長及び廃棄物取扱主任者

に報告するとともに、放射線管理部長に通知しなければならない。 

７ 環境監視線量計測課長は、第１項の規定により外部被ばくに係る線量が警戒線量又は線

量限度を超えたと認めた場合において、内部被ばくに係る線量の測定及び評価の必要があ

ると認めるときは、第８８条第３項の規定により措置しなければならない。 

８ 環境監視線量計測課長は、第１項の規定により内部被ばくに係る線量が警戒線量又は線

量限度を超えたと認めたときは、その都度その者の基本線量計について、第８８条第２項

の規定により措置しなければならない。 

９ 環境監視線量計測課長は、前２項の措置の結果得られた外部被ばくに係る線量と内部被

ばくに係る線量を合算して、その結果を放射線管理部長に報告しなければならない。 

１０ 放射線管理部長は、前項の報告を受けたときは、環境保全部長及び廃棄物取扱主任者

に通知しなければならない。 

 

第９２条～第９８条 （変更なし） 

 

第７章 保守管理 

第９９条～第１０３条 （変更なし） 

 

第８章 異常時の通報 

第１０４条～第１０６条 （変更なし） 

 

第９章 非常の場合に講ずべき処置 

第１０７条～第１１８条 （変更なし） 

 

第１０章 職員等以外の者に対する保安措置及び放射線管理 

第１１９条 （変更なし） 

 

第１１章 保安教育 

第１２０条～第１２２条（変更なし） 

 

第１２章 記録及び報告 

第１２３条～第１２６条（変更なし） 

 

第１３章 定期的な評価 

第１２７条～第１３１条（変更なし） 
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変更前 変更後 備考 

 

別表第１－１～別表第２の２－２ （省略） 

 

別表第２の２－３ 品質マネジメントシステム文書体系 

別紙のとおり 

 

別表第３－１～別表第６－２ （省略） 

 

別表第６－３ 放射線業務従事者に係る線量限度 

 

実効線量限度 

等価線量限度 

皮 膚 眼の水晶体 

妊 娠 中 で あ

る 女 子 の 腹

部表面 

放射線業務従事者 

(1) 100 mSv／5 年 

(2) 50 mSv／年 

(3) 女子 注1）注2） 

   5 mSv／3 月 

(4) 妊娠中である女子 

注2） 

本人の申出等により

その者を指揮又は監督

する課長を経て部長が

妊娠の事実を知ったと

きから出産までの間に

つき、内部被ばくにつ

いて1 mSv 

 

 

500 mSv／年 150 mSv／年 

本人の申出

等によりそ

の者を指揮

又は監督す

る課長を経

て部長が妊

娠の事実を

知ったとき

から出産ま

での間につ

き2 mSv 

 

 

 

注１）女子（妊娠不能と診断された者、妊娠の意思のない旨を指揮又は監督する課

長を経て部長に書面で申し出た者及び妊娠中の者を除く。）については、４

月１日、７月１日、１０月１日及び１月１日を始期とする各３月間の線量。 

注２）(1)及び(2)を含む。 

 

別表第６－４～別表第６－９ （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

別表第１－１～別表第２の２－２ （変更なし） 

 

別表第２の２－３ 品質マネジメントシステム文書体系 

別紙のとおり 

 

別表第３－１～別表第６－２ （変更なし） 

 

別表第６－３ 放射線業務従事者に係る線量限度 

 

実効線量限度 注1) 

等価線量限度 

皮 膚 眼の水晶体 

妊 娠 中 で あ

る 女 子 の 腹

部表面 

放射線業務従事者 

(1) 100 mSv／5 年 注2) 

(2) 50 mSv／年 

(3) 女子 注3）注4） 

   5 mSv／3 月 

(4) 妊娠中である女子 

注4） 

本人の申出等により

その者を指揮又は監督

する課長を経て部長が

妊娠の事実を知ったと

きから出産までの間に

つき、内部被ばくにつ

いて1 mSv 

 

 

500 mSv／年 

(1) 100 mSv

／5 年 注2) 

(2) 50 mSv

／年 

本人の申出

等によりそ

の者を指揮

又は監督す

る課長を経

て部長が妊

娠の事実を

知ったとき

から出産ま

での間につ

き2 mSv 

注１）実効線量は、外部被ばくと内部被ばくによる線量の合計について定められたも

のである。 

注２）平成１３年４月１日以降５年ごとに区分した各期間 

注３）女子（妊娠不能と診断された者、妊娠の意思のない旨を指揮又は監督する課

長を経て部長に書面で申し出た者及び妊娠中の者を除く。）については、４

月１日、７月１日、１０月１日及び１月１日を始期とする各３月間の線量。 

注４）(1)及び(2)を含む。 

 

別表第６－４～別表第６－９ （変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼の水晶体の等価線量限度変

更に伴う見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○廃棄物管理施設保安規定 新旧対照条文（下線部分は変更部分） 

- 6 - 

 

変更前 変更後 備考 

 

別表第６－１０ 立入制限区域の基準 

線量当量率 空気中の放射性物質の濃度 

（８時間平均） 

表面密度 

１ｍＳｖ／

週 注） 

線量告示別表第１第４欄又

は別表第２第２欄に定める

空気中濃度限度の値 注） 

アルファ線を放出する

放射性物質 

４Ｂｑ／ｃｍ２ 

アルファ線を放出しな

い放射性物質 

４０Ｂｑ／ｃｍ２ 

注）外部放射線に被ばくするおそれがあり、かつ、空気中の放射性物質を吸入摂取

するおそれがある場合にあっては、外部放射線に被ばくすること（以下「外部被

ばく」という。）による一年間の実効線量の五十ミリシーベルトに対する割合と空

気中の放射性物質の濃度のその放射性物質について告示第６条第１号から第４号

の濃度に対する割合との和が一となるようなその放射性物質の濃度 

 

別表第６－１１ 放射線作業届の提出に係る基準 

区     分 基 準 値 

１回の作業又は１週間以内の

連続作業による線量 注） 

実効線量 1 mSv 

等価線量 眼の水晶体 5 mSv 

皮 膚 15 mSv 

作業区域内の線量当量率 10 mSv／h 

作業区域内空気中の放射性物

質の濃度（８時間平均） 

線量告示別表第１第４欄又は別表

第２第２欄に定める空気中濃度限

度の値 

特殊作業で線量の推定が困難なもの 

注）定常的な作業の場合を除く。 

 

 

別表第６－１２ ガラス線量計等の個人線量計を臨時に測定する場合の基準 

線 量 区 分 線量（ポケット線量計等による測定値） 

外部被ばくに係る実効線量 
1 mSv  ／日 

4 mSv  ／月 

 

 

別表第６－１３～別表第６－２１ （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第６－１０ 立入制限区域の基準 

線量当量率 空気中の放射性物質の濃度 

（１週間平均） 

表面密度 

１ｍＳｖ／

ｈ 

線量告示別表第１第４欄又

は別表第２第２欄に定める

空気中濃度限度の値 

アルファ線を放出する

放射性物質 

４Ｂｑ／ｃｍ２ 

アルファ線を放出しな

い放射性物質 

４０Ｂｑ／ｃｍ２ 

（削除） 

 

 

 

 

 

別表第６－１１特殊放射線作業計画書の提出に係る基準 

項     目 基 準 値 

実効線量 １ｍＳｖ／週 

等価線量 眼の水晶体 １ｍＳｖ／週 

皮 膚 
１０ｍＳｖ／週 

当該施設管理統括者が放射線安全上特に特殊放射線作業とする必

要があると認める作業 

 

 

（削除） 

 

 

別表第６－１２ 基本線量計を臨時に測定する場合の基準 

線 量 区 分 線 量 （ 補 助 線 量 計 に よ る 測 定 値 ） 

外部被ばくに係る実効線量 
1 mSv  ／日 

4 mSv  ／月 

 

 

別表第６－１３～別表第６－２１ （変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立入制限区域の基準の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録名の変更 

 

特殊放射線作業計画の提出に

係る基準の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人線量計の区分の明確化 

（以下同じ。） 
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変更前 変更後 備考 

 

別表第６－２２ 放射線業務従事者に係る警戒線量 

線 量 区 分 警 戒 線 量 

実 効 線 量 
13 mSv／３月 注１） 

20 mSv／年 

等価線量 

眼 の 水 晶 体 
40 mSv／３月 

 

皮    膚 130 mSv／３月 

妊娠中である女子の腹部表面 1 mSv／期間中 注２) 

注１）女子にあっては妊娠不能と診断された者、妊娠の意思のない旨をその者

の指揮又は監督する課長を経て部長に書面で申し出た者並びに妊娠中の女子。 

注２）本人の申出等によりその者を指揮又は監督する課長を経て部長が妊娠の

事実を知ることとなったときから出産までの積算された線量。 

 

 

別表第１１－１～別表第１２－１ （省略） 

 

別図第２－１～別図第６－３３ （省略） 

 

別記様式第６－１～別記様式第６－２ （省略） 

 

 

別表第６－２２ 放射線業務従事者に係る警戒線量 

線 量 区 分 警 戒 線 量 

実 効 線 量 
13 mSv／３月 注１） 

20 mSv／年 

等価線量 

眼 の 水 晶 体 
13 mSv／３月 

20 mSv／年 

皮    膚 130 mSv／３月 

妊娠中である女子の腹部表面 1 mSv／期間中 注２) 

注１）女子にあっては妊娠不能と診断された者、妊娠の意思のない旨をその者

の指揮又は監督する課長を経て部長に書面で申し出た者並びに妊娠中の女子。 

注２）本人の申出等によりその者を指揮又は監督する課長を経て部長が妊娠の

事実を知ることとなったときから出産までの積算された線量。 

 

 

別表第１１－１～別表第１２－１ （変更なし） 

 

別図第２－１～別図第６－３３ （変更なし） 

 

別記様式第６－１～別記様式第６－２ （変更なし） 

 

附 則 

この規定は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼の水晶体の等価線量限度変

更に伴う見直し 
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変更後 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文書名の適正化及
び文書番号の追加 
（以下同じ。） 
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